
飯南町商工会

店舗前のカラー舗装化

飯南高校生とコラボした商品「みるくぷりん」

店内・インフォメーション

会長名：石川　康弘　　会員数 ： 199名（R3.4.1現在）
住   所： 〒690-3513  
　　　　島根県飯石郡飯南町下赤名877-1
TEL：0854-76-2118 　FAX：0854-76-2955
URL：http://iinan.shoko-shimane.or.jp/

「ｉまるシェ」

地域産業振興

店内改装とFacebookを活用した販路開拓
　吉川吉盛堂は、創業約１００年の老舗和菓子店ですが、現在の４代目は
洋菓子店で修業した経験を生かし、洋菓子（ケーキ）と和菓子を製造販売
しています。
　事業主より、「洋菓子をメインに販売していきたいと考えているが、店
舗は和菓子店としての雰囲気が強く、玄関前のコンクリートも滑りやすく
冬場は非常に危険であることから、この機会に洋菓子店らしい店舗に改
装し、新規顧客の開拓を図りたい」と相談がありました。
　支援内容は、持続化補助金（店舗の改装）と町の事業補助金（ＬＥＤ化）
を活用し、女性や子供が気軽に来店できるお店へリニューアルするとと
もに、専門家派遣事業でFacebookを活用した販路開拓について指導
も行いました。
　現在、地元高校生とコラボしたスイーツや新作ケーキなどを定期的に
販売しています。
　また、Facebookでお店の情報をこまめに発信した結果、徐々に閲覧
件数も増え、新規顧客の開拓も進んでいます。商工会としては、今後も販
路開拓に向けて、支援を行っていきます。

「ｉまるシェ」による特産品の
発信と需要開拓の支援

　飯南町交流物産館「ｉまるシェ」は広島県三次市に開設しています。こ
こでは新鮮な野菜や特産品の販売はもとより、地元の企業が「出雲そば」
の飲食店を出店しており年間来客数は22,000人にのぼります。
　この物産館は、商工会・飯南町・ＪＡ・森林組合・民間企業１社が有限責
任事業組合「飯南パートナーズ」を設立し、飯南町の特産品及び地域食材
の販路拡大、交流事業の推進並びに観光資源歴史文化等の情報発信を
展開することを目的に共同運営しています。
　距離の近い広島市場への需要開拓を進めるために、関係機関で情報
交換会を開催するなど連携を密にし、出店事業者に客層などを情報提供
すると共に、域外市場のニーズ把握を行い事業者にフィードバックし、商
品開発や改良、需要開拓の支援につなげています。
　飯南町の情報発信と観光客の獲得に向けて連携しながらこれからも
頑張っていきます。

経営支援

斐川町商工会

新商品のポン菓子グラノーラ

製造責任者と担当経営指導員

会長名：植田　登志雄　会員数 ： 560名（R3.4.1現在）
住   所： 〒699-0505　   
　　　　島根県出雲市斐川町上庄原1749-3
TEL：0853-72-0674 　FAX：0853-72-0765
URL：http://hikawa.shoko-shimane.or.jp

地域産業振興

「ポン菓子」の新商品開発と
販路開拓に向けた取り組み

　「自然に、身体に美味しいものを、日常の食卓へ」がモットーの当社に、
管理栄養士の資格を持つ娘さんのＵターンを機に、主力商品の「ポン菓
子」を使った新商品の開発を検討されていました。
　娘さんから以前商工会の支援により小規模事業者持続化補助金を活
用して「ポン菓子」の販路開拓を進めたことを母から教えてもらったと、こ
の新商品開発においても同様の補助金を活用できないかと商工会に相
談がありました。
　商工会では事業者の取組みを確認した上で、持続化補助金を活用して
商品化・量産化に必要な機材導入並びにパッケージ作成への取組みを支
援しました。
　この補助金により生産体制を整えることができ、次の年には商工会か
ら、地元のみならず全国へと販路を広げるために、再度持続化補助金を
使うことを提案しました。これにより商品カタログ作成、ネットショップ開
設を行い、販売体制を整えました。
　事業者も、始めは製造することばかりに気をとられていましたが、販売
体制の強化ができたことで、とても感謝していただくことができました。
　今後も提案できる商工会として、事業所の支援を行っていきます。

「斐川町商工まつり」で地域経済活性化！
　斐川町内の地域経済活性化を目的として毎年開催している斐川町商
工まつり。現在47回の開催数を誇ります。
　参加する模擬店は町内外から60社を超え、地元食材を使った軽食や
加工食品、花卉、手作り雑貨、自動車用タイヤなど様々な商品を店先に
並べ、購買欲を刺激します。
　また、模擬店以外にもイベントを盛り上げるステージイベントも企画。
近隣中学校の吹奏楽部の演奏や地域の子供達が参加するダンスチーム
によるダンスショーなど地元グループの発表のほか、石見神楽やサンバ
といったプロの演者を招き、多くの方が楽しめるステージイベントを実施
しています。
　運営は、親会と青年部・女性部が実行委員会を組織し行います。ステー
ジイベントの企画立案から当日の運営方法に至るまで、実行委員会で多
くの議論を交わし当日を迎えます。
　この様に、年々様々な工夫を重ねることで現在では約6,000人の来場
者があり、地域経済の活性化に貢献する大きなイベントに成長しました。

経営支援

ステージイベントの様子

模擬店
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